
「地震対応における下水道管路
データ交換標準仕様書（素案）」に関する

意見照会についての回答のポイント



データ交換標準仕様に関する意見照会の目的

➢運用実態や課題の把握

➢データ交換標準仕様の

改善に向けた意見収集
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回答作成にあたり

⚫ 台帳管理を委託している企業や包括業務委託先等へ調査票等を共有し、相談いただいて構いません。

⚫ 不明な点がある場合、それらの企業から直接「問い合わせ先」へ連絡いただくことも可能です。

⚫ ただし、「自治体」の立場としてのご回答となるようご留意ください。



今回ご確認いただきたい事項（設問一覧）

データ交換標準仕様について、下水道施設の地震対応や復旧対応の観点からご意見をお願いします。

設問 設問の概要

0 管路台帳の電子化について 管路台帳の電子化状況

1

地震発生時に
備えて整備する
下水道管路データの
項目と定義

下水道管路パッケージのデータ項目
地震対応に必要な施設情報として、適切な項目・定義
となっているか、基準高さは妥当か

2 管路データに定義するコードリスト
現在管理している施設情報は、データ交換標準仕様の
コードリストで運用可能か

3 施設番号の付与ルール マンホール番号及び管きょ番号の付番ルール

4 「地図情報」のデータ交換 地震対応時のデータ交換における地図情報の取扱い

5

地震発生時の
調査や復旧に関する
各種データの
項目と定義

調査パッケージのデータ項目
調査結果を管理する基本情報として、必要な項目が網
羅されているか

6 施設障害パッケージのデータ項目
実務上必要となる被災情報として、必要な項目が網羅
されているか

7 現地確認パッケージ（参考情報） 周辺被災情報等を記録するための構成が適切か

8 地震防災マップパッケージ（参考情報）
復旧対応に必要な参照情報を共有するための構成が適
切か

9 「データ交換標準
仕様」に即した
データ交換

データ形式
GeoPackage形式によるデータ交換について、運用上
の課題がないか

10
地震対応のためのデータ交換にあたって
の問題点や課題

地震対応のためのデータ交換や標準仕様の活用に関す
る課題や要望

重点項目



（0）管路台帳の電子化について

■この設問の目的

管路台帳の電子化状況は、地震発生時におけるデータ交換や標準仕様の適用範囲を把握するた

めの基礎情報となります。

本設問では、管路台帳の電子化状況について、ご回答ください。

■確認事項

➢ 管路台帳の電子化状況

台帳が電子化されていない

    もしくは現在移行作業中の 自治体の皆様

以降の設問については、

「電子化された場合」を想定した上で可能な範囲で回答してください

重点項目
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ここでの『電子化されている』とは、施設情報が地理情報システムを基盤としたデータベースシステムを用

いて管理している状態とします（ここでは、維持管理情報までの整備は求めていません）。



設問１：下水道管路パッケージのデータ項目について

■この設問の目的

下水道管路パッケージは、地震発生時の施設障

害調査や応急復旧に利用する施設情報を対象と

したパッケージです。

本設問では、地震対応に必要な施設情報として適

切な項目・定義となっているか、ご確認ください。

■データ交換標準仕様参照箇所
下水道管路パッケージ
ｐ.8（4-1-2）、pp.20-23（4-2-1-1）、p.68（5-1）

■確認事項

➢ 管路施設諸元に関する項目は妥当か、不足は

ないか （参照表中の「属性名」）

➢ 「公共ます」「取付け管」の要否

➢ 基準高さ（T.P.）の支障の有無

➢ 各項目の定義は妥当か（参照表中の「定義」）

管路施設諸元に
関する項目

各項目の定義

重点項目
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【参照】
下水道協会「緊急対応帳票類データベース」内 「4.管路施設の復旧対応」
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004

http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004


設問２：管路データに定義するコードリストについて

■この設問の目的

下水道管路に関する情報の一部は、コードリスト

から選択して記録します。

本設問では、現在管理されている管路施設の属

性と比較し、データ交換標準仕様で定義したコー

ドリストで運用可能か、ご確認ください。

特に ～ について確認してください。

■確認事項

➢ コードリストは妥当か、

不足している選択肢がないか

➢ コードリストの「備考」に追加したい内容

■データ交換標準仕様参照箇所
管路データのコードリスト
p.9（4-1-2）
pp.24-29（4-2-1-2）

コードリスト表中の「説明」「備考」に記載されている
用語が各団体で使用しているものと異なる場合でも、
内容が同一である場合は『妥当』としてください

重点項目
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【参照】
下水道協会「緊急対応帳票類データベース」内 「4.管路施設の復旧対応」
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
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3
4

5

1 5

各団体で使用しているものと異なる用語がある場合
は、「備考」への追加希望として、回答してください。

http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004


■施設番号の付与ルールの回答例 付番「J123567-098・J123567-099・J123567-100・・・」の場合
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１）番号の桁数を整数で記載 全て半角の11桁なので「11」

２）数字のみで構成されているか 選択なし

３）アルファベットを含むか 「◯（半角のみ）」

４）カタカナを含むか 選択なし

５）ひらがなを含むか 選択なし

６）漢字を含むか 選択なし

７）記号を含むか 「◯（半角のみ）」

８）桁数は固定か 「0」を使用し桁数を揃えているので「◯」

９）付与ルールを具体的に記載 J（1桁）＋図面番号（6桁）＋半角記号「-」（1桁）＋連番（3桁）、付番例：J123567-098

設問３：施設番号の付与ルールについて

■この設問の目的

施設番号の付与ルールは、自治体ごとに異なる

場合があります。

本設問では、現在管理されているマンホール番号

及び管きょ番号の付与ルールをご回答ください。

■確認事項

➢ マンホール番号及び管きょ番号の付番ルール

➢ マンホール番号及び管きょ番号の記載例

重点項目

J 123567 - 098

1 +     6      + 1   +  3     = 11桁  

半角
英字

半角
数字

半角
記号

半角
数字

［桁数固定］

98 99 100・  ・

例えば

［桁数不定］



■交換対象として必要な地図情報の例

道路形状や建物形状、および、それらの位置から

下水道管路施設までのオフセット距離（赤文字）が

取得された地図情報を整備し、現地照合などが

できるように管理・運用しているケース

設問４：地図情報について

■この設問の目的

現段階の「データ交換標準仕様」では、GISに組み

込まれている一般的な地図や国土地理院等の公

開地図を利用することを想定し、「地図情報」は交

換対象としていません。

本設問では、地震対応時のデータ交換における

「地図情報」の取扱いについて、ご回答ください。

■確認事項

➢ 「地図情報」を交換対象としないことは妥当か

➢ 交換対象とすべき地図情報がある場合（独自

の地図を作成されている場合等）、管路台帳の

背景図として必要な構成要素を記述

地図情報＋管路施設のイメージ

ゼンリン地図のような著作物や、オープンデータとし

て公開されているデータは交換できません。

重点項目
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このケースでは地図情報の構成要素として
「建物形状」・ 「街区（または道路縁）」
「オフセット距離」が必要



設問５：調査パッケージのデータ項目について

■この設問の目的

調査パッケージは、復旧に向けた現地調査にあた

り、その実施主体や調査日等の調査に関する基

本情報を対象としたパッケージです。

本設問では、調査結果を管理する基本情報として

必要な項目が網羅されているか、ご確認ください。

■データ交換標準仕様参照箇所
調査パッケージ
p.10（4-1-3） pp.30-31（4-2-2）

■確認事項

➢ 調査に関する基本情報として妥当か

➢ 不足していると思われる項目がないか

調査に関する
基本情報項目
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【参照】
下水道協会「緊急対応帳票類データベース」内 「4.管路施設の復旧対応」
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004

http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004


設問６：施設障害パッケージのデータ項目について

■この設問の目的

施設障害パッケージは、下水道の地震対策マニュ

アルに基づき、下水道管路施設の損傷、機能支

障及び異状等の被災状況を対象としたパッケージ

です。

本設問では、実務上必要となる施設障害情報とし

て、必要な項目が網羅されているか、ご確認くださ

い。

■確認事項

➢ 施設障害に関する情報項目として妥当か

➢ 不足していると思われる項目がないか

■データ交換標準仕様参照箇所
施設障害パッケージ
pp.11-18(4-1-4)
pp.32-65（4-2-3） 10

施設障害に関する
情報項目

【参照】
下水道協会「緊急対応帳票類データベース」内 「4.管路施設の復旧対応」
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004

http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004
http://gesui-saigai.jp/emergency/#no004


設問７：現地確認パッケージ（参考情報）について

■この設問の目的

現地確認パッケージは、下水道管路施設に関す

るもの以外について、迅速な現地調査の実施にあ

たり関係者間で共有すべき周辺の被災情報等を

対象としたパッケージです。

本設問では、現地確認パッケージの構成で、必要

な周辺被災情報等を記録できるか、ご確認くださ

い。

■確認事項

➢ 調査ID、位置情報、自由記述、写真で構成す

ることが妥当か

➢ 不足していると思われる項目がないか

■データ交換標準仕様参照箇所
現地確認パッケージ
p.19(4-1-5) p.66（4-2-4） 11

調査ＩＤと紐づけ、「位置情報」
「特記事項（自由記述）」「状況写真」で構成



設問８：地震防災マップパッケージ（参考情報）について

■この設問の目的

地震防災マップパッケージは、復旧対応の優先度

判断等に活用できる、重要施設や防災関連情報

などの参照情報を対象としたパッケージです。

本設問では、地震防災マップパッケージの構成で、

復旧対応に必要な参照情報を共有できるか、ご確

認ください。

■確認事項

➢ 空間的な位置・形状、名称、注記で構成するこ

とが妥当か

➢ 不足していると思われる項目がないか

■データ交換標準仕様参照箇所
地震防災マップパッケージ
p.19(4-1-6) p.67（4-2-5） 12

重要施設などの情報は、
空間的な「形状・位置」「名称」
「注記（自由記述）」で構成



設問９：データ形式について

■この設問の目的

データ交換標準仕様では、データ交換を行う際のデータ形式を「OGC GeoPackage」（拡張子 .gpkg）

と定めています。

本設問では、GeoPackage形式によるデータ交換について、ご意見があればご回答ください。

【参照】 説明会資料［Part1］
地震時の台帳情報利活用の効率化と
データ交換標準仕様の概要(P.19)

■データ交換標準仕様
参照箇所

データ形式
p.70（7-1）
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設問10：地震対応のためのデータ交換にあたっての問題点や課題

■この設問の目的

「データ交換標準仕様」が、各自治体の保有する

台帳データと整合が図られ、実際の災害対応や

平時の備えにおいて実効性のあるものとなるよう、

問題点や課題を把握・整理する必要があります。

本設問では、地震対応におけるデータ交換及び

交換データの準備を進めるにあたっての、問題点

や課題、運用上の懸念、要望等があれば記載し

てください。

■確認事項

➢ 地震対応のためのデータ交換に問題点や課

題がないか

➢ 交換データの準備にあたって運用上の懸念が

ないか

➢ 国等への要望がないか

⑤地震防災マップ
パッケージ

地震発生

平常時の準備

現地調査の実施

③施設障害
パッケージ

①下水道管路
パッケージ

④現地確認
パッケージ

②調査
パッケージ

復旧対応

データ交換

データ交換
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さいごに、

回答者の属性情報をご記入ください

＜回答内容について問い合わせすることがあります＞

ご協力の程、よろしくお願いいたします。

【問い合わせ先】

国土交通省 国土技術政策総合研究所

上下水道研究部 下水道研究室

以下のHPに、よくある質問と回答等の資料を掲載します（随時更新）

https://www.nilim.go.jp/lab/ebg/jishin_dataexchange.html
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https://www.nilim.go.jp/lab/ebg%20/jishin_dataexchange.html

